
南東角のフランス料理店とその北側の隣地の庭、それらの外構や沿道の緑によって、みどり

の連続性が感じられ、周辺にうるおいと安らぎのある雰囲気を創出している事例である。

レストランは、４本の桜をはじめとする樹木に囲まれ、エントランス周りは緑豊かで落ち着

いた雰囲気の正面外観。特に南東角はクスなどの高木の根元にある陶製の白いオブジェが目を

引き、このレストランを特徴づけている。

隣地の庭は、ヤマボウシなどで沿道緑化され、花木が多い庭内も道路から見渡せるよう配慮

されている。ヤマボウシを生垣として使用しているのは珍しく、夏には目線の高さで花が咲く。

生垣や庭は丁寧に手入れがなされ、季節ごとに咲く花々や落葉樹が地域の人々の目を楽しませ

ている。

仏蘭西舎すいぎょくの建物と外構
その周辺の緑

●所在地 板橋二丁目45番 

●竣 工 1986年（昭和61年）

「丁寧に手入れされた外構の緑により、建物と外構の
連続性や季節感が感じられる事例」
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